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試験の概要

性状評価が必要な表面、表層の粗さ測定をお手伝いいたします。

レーザ顕微鏡を用いた素材・製品の表面性状測定

Cat.No 3D3J-007-00-250701

● レーザ顕微鏡の仕様

白色干渉計搭載 レーザ顕微鏡 VK-X3000、（株）キーエンス社製

表面観察の対象例

光源 短波長レーザ光源
（白色干渉計搭載 ）

総合倍率 42～9600倍

対物レンズ倍率 ×5、×10、×20、×50

高さ方向最小分解能 0.01nm

バイアル、
アンプル、
シリンジ
などのガラス面

● 試験の特長

・ 非接触で測定可能
塗装面に直接接触せずに測定できるため、塗装の表面に損傷を与えません。

・ 高精度な形状測定
塗装面の微細な凹凸や段差、欠陥などを高精度に測定できます。

・ 3D形状の把握
塗装面の3次元形状を把握できるため、形状に関する詳細な情報を得られます。

塗装面

可動部品

接着面

医療器具


